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《数学科》

学びにつなぐ「数学的な見方・考え方」を広げる授業デザイン

—振り返りを重視した数学的活動を通して一

前原大知＊ • 島袋靖之＊ ・仲松研＊ ・伊楼三之＊＊ ・湯澤秀文＊＊＊

＊琉球大学教育学部附属中学校 ＊＊琉球大学大学院教育学研究科 ＊＊＊琉球大学教育学部

I 主題設定の理由

子ども達が、学習内容を人生や社会の在り方と結ぴ

付け深く理解し、これからの時代に求められる質質 ・

能力を身につけ、生涯にわたって能動的に学び続ける

ことができるようにするためには、これまでの学校教

育の蓄稼を生かし、学習の質を翡める授業改善の取組

を活性化 していく 必要がある。そのためには 「主体的・

対話的で深い学び」の視点に立った授業改善をより一

陪推進していくことが求められている。

また、今回の学習指森要領の改訂では、 「見方 ・考え

方」を働かせた学習活動を通して、目標に示す資質 ・

能力の育成を目指している。これは、中央教育審議会

答申において、「見方 ・考え方」は、各教科の学習の中

で働き、鍛えられていくものであり、教科の特質に応

じた物事を捉える視点や考え方として整理されたこと

を踏まえたものである。数学の学習においても、「数学

的な見方 ・考え方」を働かせながら、知識及び技能を

習得したり、習得した知識及び技能を活用して探究し

たりすることによって、生きて働く知識となり、技能

の習熟 ・熟達につながるとともに、より広い領域や複

雑な事象をもとに思考 ・判析 ・表現できる力や、自ら

の学びを振り返って次の学びに向かおうとする力など

が育成され、このような学習を通して、「数学的な見

方 ・考え方」が更に豊かで確かなものとなっていくと

考えられている叫

本校数学科では、本校の研究主題である「21世紀型

思考力の育成ーアクテイプ ・ラーニングを通して一」

にむけ、昨年度から「学びにつなぐ数学的な見方 ・考

え方をはぐくむ授業デザイン」を主題として、 ICEモ

デルを取り入れた「主体的 ・対話的で深い学び」の視

点に立った授業実践に取り組んできた。

以下の内容は、前年度の研究の課題である(2)0

・学びの振り返りの場而や方法をより明確にする。

・学習活動が「主体的 ・対話的で深い学び」になって

いたか、数学的活動を見直す。

・カリキュラム ・デザイン（学習課題、発問、評価方法

等）をより充実させる。

ICEモデルだけでは、生徒の学びの深まりをみとる

ことが難しく、生徒たちの学びの振り返りと数学的活

動をより一居充実させていく必要があると考える。

また、咋年実施した生徒質問紙において、「授業にお

いて、自分の考えを他者に説明したり、文章に書いた

りすることは難しい」と回答した生徒が全体の 65%を

占め、自分の考えを説明したり、自分の考えを整理し

まとめたりすることを苦手としている生徒が多く見ら

れる。そこで、自分の考えや学んだことを説明したり、

まとめたりするなどの振り返る活動を充実させ、論理

的に説明できる力を投っていく必要があると考える。

以上のことから、今年度は、振り返りを重視した数

学的活動を通した授業デザインを構築することで、学

びにつなぐ「数学的な見方・考え方」をはぐくみたい。

n 本研究の目的
本研究は、振り返りを重視した数学的活動を通して、

学ぴにつなぐ 「数学的な見方 ・考え方」を広げること

を目的とする。

m 目指す生徒像
数学的な表現を用いて、自分の考えをまとめたり、

他者に説明したりすることができる生徒
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w 研究内容

1 学びにつなぐ「数学的な見方・考え方」

(1) 学びにつなぐとは

根本(2014)は、数学の学習で、個々の知識を理解す

ることはもちろん大切だが、学習を通して「数学的な

見方 ・考え方」、探究の仕方、学び方など、その知識を

生み出してきた人間の智恵に触れ、学んだことがどの

ように働くかという知識の獲得、創造に繋がる理解が

大切であるとしている。また、知識の獲得を、自ら栢

極的に求める行為とする学習活動の実現が期待されて

おり 、数学を学ぶというより、「数学に学ぶ」というの

が適切である(3)としている。

本校数学科では、数学そのものを経験できる場の設

定を意識した授業を行い、生徒達が本時で学んだこと

から新たな問いを見いだし、その問いを次時の学びに

活かし、主体的に問題を解決しながら 「数学に学ぶ」

姿勢を培いたいと考える。

(2) 「数学的な見方・考え方」とは

新学習指導要領解説数学編では、「数学的な見方」と

は、「事象を数砧や図形及びそれらの関係についての概

念等に行目してその特徴や木質を捉えること」であり、

また、「数学的な考え方」とは、「目的に応じて数、式、

図、表、グラフ等を活用しつつ、論理的に考え、問題

解決の過程を振り返るなどして既習の知識及び技能を

関連付けながら 、 統合的 • 発展的に考えること」であ

る。以上のことから、「数学的な見方 ・考え方」は、「事

象を、数址や図形及びそれらの関係などに荘目して捉

え、論理的、 統合的 • 発展的に考えること」として整

理することができる(4)と示されている。

以上のことを踏まえ、本研究では、「数学的な見方 ・

考え方」を次のように捉え、単元指導計画の作成及び

授業実践につなげていく。

【数学的な見方］

・事象の特徴や本例を捉える

数品や図形に行目する、数や式で表現する、数械や

図形の関係に府目するなど

［数学的な考え方】

・事象を論理的に考える

帰納的、類推的、演縛的に考えるなど

・事象を統合的に考える

関連付ける、既習の事項と結び付けるなど

・事象を発展的に考える

拡張する澤応範囲を広げる）、条件を変える、

新たな視点から捉え直すなど

2 振り返りを重視した数学的活動

(1) 「数学的活動」とは

新学習指導要領解説数学編において、「数学的活動」

とは、事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、

問題を自立的、協働的に解決する過程を遂行すること

としている(5)。これは、 「生徒が目的意識をもって主体

的に取り組む数学に関わりのある様々な営み」である

とするこれまでの；意味をより明確にしたものである。

数学的に考える買質 ・能力を育成するには、数学的な

見方 ・考え方を働かせた数学的活動を通して学習を展

開することを一居重視しなければならない。新学習指

導要領では、数学的活動を次の三つの内容に整理して

いる。

ア日常の事象や仕会の事象から問題を見いだし解決

する活動

イ数学の事象から問題を見いだし解決する活動

ウ数学的な表現を用いて説明し伝え合う活動

また、数学的活動として捉える問題発見 ・解決の過

程（図 1)には、 二つの過程を考えることができる。一つ

は、日常生活や社会の事象を数理的に捉え、数学的に

表現 ・処理し、問題を解決し、解決過程を振り返り得

られた結果の意味を考察する過程（左回り）であり、もう

一つは、数学の市象から問題を見いだし、数学的な推

論などによって問題を解決し、解決の過程や結果を振

り返って統合的・発展的に考察する過程（右回り）である。

これら二つの過程は相互に関わり合って展開される。

-
王 ●會・”
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D2 

図1 数学的活動における学習過程のイメージ(6)
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(2) 「振り返る活動」とは

根本(2014)は、自分の中で起こっているコミュニケ

ーションも大事なことで、指禅者がこれに注意：を向け

ないなら、結果が 「合っているかどうか」を見るだけ

になってしまい、「人を育てる」ことには到底達し得な

いものと考える(7)としている。学びにつなぐ「数学的

な見方 ・考え方」をはぐくむためには、学習を振り返

り、学習内容を再構築する自己内対話を和み重ねてい

く過程で培われていくと考える。

本研究では、思考の過程を振り返ることで、結果の

正誤に関係なく 、数学を経験できる場が失敗も経験で

きる場となり、試行錯誤をして学習者が自らを教育で

きる機会を得ることになると考える。

そこで、 「解決で得られた結果からどのようなこと

が言えるのか」、「どのような考え方が使われたのかL

「どのようにして考えて問題が解決できたのか」、「ど

のようなことを学習したのか」等の学習過程を振り返

る活動を取り入れて指導することは、 「数学的な見方 ・

考え方」を働かせながら、確認させたり、学習内容を

定着させたりするために有効な学習であると考える。

そこで、本研究では振り返る活動を次のように1餞理

しt--o 

① 学びを振り返る活動

単元や学皆内容のまとまりにおいて、学習の成果を

レポート等でまとめるなどして、その成果を生徒間

で共有し、自他の学びを振り返る。

② 結果を振り返る活動

解決過程で得られた結果を振り返って、元の事象に

戻しその意味を考えたり批判的に検討したりする。

③ 過程を振り返る活動

問姐解決の過程を振り返って、方法を取り出しまと

めたり、見いだした事柄を既有の知識と結びつけ、

概念を広げたり深めたりする。

以上の①～③の振り返る活動を通して、 「数学的な

見方・考え方」を広げ、その「見方 ・考え方」を他の

問題解決に適mさせて、活川の仕方を身につけること

ができる。また、自他の 「見方 ・考え方」を振り返る

ことで、知識や技能を定着させることができ、新たな

「見方 ・考え方」を見いだしたり、改めたりすること

ができ、自らの学習について振り返ることで宅体的に

学ぶ態度がはぐくまれると考える。さらには、 学びの

過程を振り返ることで、新たな問いを見いだし、その

問いを他者と交流しながら、共有したり、解決したり

することで、深い学びにつながると考える。

(3) 振り返りを重視した数学的活動の位匿付け

本研究では、数学的新illi」として捉える問題発見 ・解

決の過程（図 1)における Dl、D2の過程を、特に大切に

して、振り返りを重視した授業実践や取組を行う。

ア日常の事象や社会の事象を数理的に捉え、数学的に

表現 ・処理し、問姐を解決したり、解決の過程や結

果を振り返って考察したりする活動

Dl 解決の過程を振り返り、得られた結果を意味づけ

たり、活用したりする過程（活動）

〇得られた結果を元の事象に戻しその意味を考える。

0様々な事象に活用する。

イ数学の事象から見通しをもって問姫を見いだし解

決したり、解決の過程や結果を振り返って総合的 ・

発展的に考察したりする活動

D2 解決の過程を振り返るなどして概念を形成する

過程（活動）

0 「数学的な見方 ・考え方」のよさを見いだす。

0得られた結果をもとに批判的に検討する。

〇見いだした事柄を既習の知識と結びつけ、概念を

広げたり深めたりする。

〇統合的 • 発展的に考える。

3 振り返りを重視した数学的活動と 「数学的な

見方・考え方」の関係

振り返りを重視した数学的活動の内容によっては、

はぐくまれる「数学的な見方 ・考え方」に違いが見ら

れる。それぞれの活動において、はぐくまれる「見方 ・

考え方」を明らかにすることができれば、単元におい

て具体的な活動を位四付けることができる。例えば、

新たな性質を見いだすための振り返る学習活動を取り

入れる場合、そこで用いられる「数学的な見方 ・考え

方」は発展的な考え方が用いられる。また、「数学的な

見）J. 与え方」を働かせながら、数学的活動に取り組

むことで、「見方・考え方」をさらに深めることにつな

がると考える。

次の表 1は、振り返りを重視した数学的活動と 「数

学的な見方 ・考え方」の関係について、まとめたもの

である。
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表 1 数学的活動と数学的な見方・考え方の関係(8) 4 共通実践

数学的活動 数学的な見方 ・考え方 (1) 毎時間の振り返りの記述

①学びを振り返る活動 ・論理的に考える

単元や学習内容のまとまり ・統合的に考える

において、学習の成果をレポ • 発展的に考える

ート等でまとめるなどして、

その成果を生徒間で共有し、

自他の学ぴを振り返る。

②結果を振り返る活動 • 特徴や本質を捉える

解決で得られた結果を振り ・統合的に考える

返って、元の事象に戻して • 発展的に考える

その意味を考えたり、批判的

に検討したりする。

＠過程を振り返る活動 • 特徴や本質を捉える

問題解決の過程を振り返っ ・論理的に考える

て、方法を取り出しまとめた ・統合的に考える

り、見いだした事柄を既習の • 発展的に考える

知識と結びつけ、概念を広げ

たり深めたりする。

5 研究構想図

■数学科における目指す賢質・能力の育成

得られた結果の分析、解決の過程Uテ法）の見直し、新

たな問いなど視点をもとに授業を振り返り、「数学的見

方 ・考え方」を広げる。

(2) パフォーマンス課題

問題解決の過程を振り返る場面や学習内容を統合 ・

発展させる場面では、パフォーマンス課題に取り組ま

せ、「数学的な見方 ・考え方」をはぐくむ。

(3) 振り返り MATH<9>

生徒それぞれに学習の成果を実感させるため、単元

終了時に、「振り返り MATH(レポート）」に取り組ませ、

自己の学びを振り返ることで、次の学びに向かう力を

はぐくむ。

(4) 誤答レポート

定期テスト返却時には、誤答レポートに取り組ませ、

知識・技能の再構築や誤答分析を行うことで、「数学的

な見方 ・考え方」を深める。

■目指す生徒像（数学的な表現を用いて、自分の考えをまとめたり、他者に説明したりすることができる）

介
主体的 ・対話的で深い学び（アクテイプ ・ラーニングの視点）

合
学びにつなぐ「数学的な見方 ・考え方」を広げる

［数学的な見方】・・・ 事象の特徴や本質を捉える見方

【数学的な考え）7】・・・ 事象を論理的，統合的 • 発展的に考えるカ

「数学的な見方 ・考え方」

を働かせながら，数学的活

動を充実させる。

振り返りを直視した数学

的活動を通して、「数学的

な見方・考え方」を広げる。

振り返りを重視した数学的活動

①学びを振り返る活動 ②結果を振り返る活動 ③過程を振り返る活動

共通実践 ・・・ 毎時間の振り返り、パフォーマンス課題、振り返り MATH、誤答レポート
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w 授業実践 ・単元評価問題(1時間） ※単元テスト

1 1学年実践事例 「資料の活用」

(1) 主題名 『10cmテープカッ トの実験結果につい (6) 単元における「振り返る」学習活動の位置づけ

て、どのグループの結果が良いと言えるのだろう ① 学びを振り返る活動

か？』 授業の終末に本時の学びを振り返らせる。 振り返り

(2) 単元で育成したい資質・能力

目的に応 じてデータを収集し整理し、そのデータの

傾向を読み取る力、複数の集団のデータの分布に行目

し、その領向を読み取り批判的に考察して判断するカ

(3) 単元における数学的な見方・考え方

複数の事象をデータ化して捉え、統計的に処理し、

導かれた結果を事象に照らして解釈することなどから、

統合的 ・発展的に考える。

(4) 本実践の目的

本単元は、現行の学習指導要領 1学年の「D資料の

活用」と新学習指禅要領第 2学年「Dデータの活川」

の「D(l)データの分布」にあたる内容である。本単元

では、目的に応じてデータを収集し、データの特徴や

傾向を代表値で捉えたりヒストグラムなどを用いて分

析したり 、分析した結果を批判的に考察したりするカ

を捉う ことをねらいとしている。

本実践（箱ひげ図）では、複数の集団のデータを比較す

る場を設け、箱ひげl郡（四分位範囲）と代表値を使って実

験結果を分析していく。分析して結論づけた結果につ

いて、その根拠を議論することによって、多而的に吟

味し、批判的に考察する力を身につけさせたい。その

吟味によって、箱ひげ図が複数の集団のデータの分布

を比較することが有用であるということを感得するだ

けではなく、必要に応じてヒストグラムなどと合わせ

て用いることが必要な場面もあることにも気付かせる

ことが「数学的な見方 ・考え方」の育成にもつながる

と考える。

(5) 単元の指導計画（全16時間）

• 第 1 節毀料の分析(6 時問）

• 第 2 節近似値と有効数字(1 時問）

• 第3節臼料の活用(3時間）

• 第4節 四分位範囲と箱ひげ図(4時間）

・パフォーマンス課題(1時間） ※振り返り MATH

の視点を与え、その視点をもとに振り返らせる。また、

単元末には、振り返り MATHを課姐として提示し、単

元の学びを振り返らせる。

② 結果を振り返る活動

授業後には、学習した結果から新たに気づいたこと

やわかったこと、疑問に思ったことについてまとめさ

せ、本時の学習内容の振り返り をしたり、次時の学習

に結びつけたりする活動を行う。

③ 過程を振り返る活動

統計を使った問題解決のフレームワークの「PPDAC

サイクル」の単元計画に位骰づけ、そのときに活用し

た「数学的な見方 ・考え方」について振り返る活動を

行 う。

(7) 実践内容

① 本時のねらい

四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向

を比較して読み取り、批判的に考察し判断することが

できる。

② 本時のポイント

本単元で育成したい壺質や能力の育成を目指すため、

実験活動を活かして自分ごととして捉えさせたい。高

等学校の学習内容であった箱ひげ図を用いることによ

って、ヒストグラムや他の代表値では考えることが難

しいデータの中身を知りやすくなること、複数のデー

タを比較しやすいことを感じさせる場面が見所である。

③ 本時の学習課題

「10cm テープカットの実験結果について、箱ひげ

図や代表値を使い、より良いといえるグループを決め

よう」

④ 振り返りを重視した数学的活動の実践

本時は、レッドリボン運動のリボンをカットするた

めに「4名XlOグループうち、どのグループが 10cm

の感党を持っているのか？」ということを実験を通し

てデータを集め、どのような方法で分析し、決定して

いくのかをこれまでの学習をもとに考えていく活動で

ある。これは、統計を使った問題解決のフレームワー
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クである PPDACサイクルを意識した活動である。

本時の森入では、実験を振り返り、 「どのグループが

10cmに近い感此をもっているのか」という問いから

散らばりを見るという視点をもたせた。散らばりをみ

る上で、生徒から出た問題解決の見通しとして、次の

4つの見通しがでた。

アヒストグラムを使う。

ウ箱ひげ図を使う。

イ四分位範囲をみる。

工範囲をみる。

その後、これまでの学習でグループで作成した、ヒ

ストグラムと箱ひげ図を提示してどちらを使って分析

した方がよいか意見を求めた。すると、ヒストグラム

の形状が似ているものは判断しづらいということ と、

箱ひげ図の方がすぐに判断できそうというこ とから箱

ひげ図を使って分析する活動に入った。10グループの

箱ひげ図を並べたシートを配布し、どのグループが良

いのか、良いと思う順に順位をつけさせた。個人で順

位をつけたあとにグループにして、自分が顛位をつけ

た根拠を他者へ伝える活動を入れた。他者へ説明をし

た後に、グループでJI肛位を決めさせた。グループで順

位を決める際に、あるグループではなかなか順位を決

めかねている状態があった。話している様子を観察し

ていると、その内容は 「上のひげが長いけど、外れ値

なのか分からない。」「最頻値が 10cmとあるけど、 50

本が 10cmで、 13.5cmが49本かもしれない。」など、

箱ひげ図から読み取れった情報に対して批判的に検討

している様子が見られた。なかなかグループとしての

順位（意見）がまとまらないそのグループから、ヒス

トグラムのデータを見たいという要望があったので、

ヒストグラムのデータを渡したところ、ヒストグラム

も加わえた情報から分析できたことを根拠として結論

を出していた。

グループ協諮を終えて全体共有の場では、 上記のグ

ループで誂論していたことを取り上げてその様子（学

び）を振り返った。箱ひげ図はたくさんのデータをお

おまかに比較したり、分析したりするのには有効だが、

詳細が見えづらいことがあったり、細かい分{fiの様＋

が消えてしまう可能性があることが振り返りを通して、

分布の様子がみえなくなる様子を感じと ることができ

たと考えられる。

⑤ 実践の考察

（ア） 単元における目指す資質・能力の見とり

1つのグループの誰論をもとに全体でその議論のや

りとりを振り返りを行ったが、他のグループでもレベ

ルの差はあれ箱ひげ図で読み取った梢報をもとに諮論

していた。ワークシー トの記述からも 「箱ひげ図だけ

で結論づけをするのはよくない」など安易に結論づけ

てはいけないという批判的な記述もあった。

今回の 10cmカットの実験では、各グループの結果

が見方によって順位（揺見）が変わったりするなど、ある

意味では理想的なデータ（諮論が活発になる）を集め

ることができた。実験の結果によっては、どのグルー

プも均ー的なデータになってしまったり、極端になり

すぎて議論の余地がないようなことも考えられる。そ

のような状況になった楊合の対応も考えておかなけれ

ばならない。実験データを収集し分析するような授業

実践では、しつかりと 11的を確認することやデータの

とり方についても丁瑕に説明することは屯要である。

箱ひげ図を使うと、複数の集団を比較しやすいが、

箱ひげ図だけでは説み取れない梢報（各階級の度数や

外れ値など）もあるため、ヒス トグラムや代表(IF(などの

別のもので判断するという展開が見られた，） 箱ひげ図

のメリ ットとデメリッ トを感じられるような実践とな

った。この実践終了後に定期テストが行われたが、こ

れまではテスト結果の,11.均点などの侑報を提供するぐ

らいであったが、平均点の他に、中央値を知りたいと

いう生徒からの古などもでてきたので、本ljr_元や木実

践の学びが活かされていると考えられる。また、各ク

ラスのテストの結果を箱ひげ図で提供すると、牛徒逹

は食い入るように見ていたのが印象的であった。なお、

そのような方法で箱ひげ図を提示する場合には、最小

値（下位の牛徒）に対する気造いを忘れないようにした

vヽ0

（イ） 目指す生徒像の見とり

木実践では、集めたデータを読み取り、 illfI位付けを

行うことで、 1、1分で判断し結論づけた根拠を他者へ示

す必要がある。必要性のある説明の場を設けることで、

自分の考えを説明したり、まとめたりする）Jをはぐく

むことができたと考えられる。しかし、ワークシート

の記述内容をみると、数学の用語を用いた説明が不十

分な生徒が多く見られるため、生徒の記述を取り Lげ

振り返らせることで、他者に伝わるような説明が1-+:;け

るように指禅を継続していきたい。
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2 3学年実践事例 「相似な図形」

(1) 主題名 『相似な図形の面桔比を探ろう(JO)』

(2) 単元で育成したい資質・能力

図形の構成要素の関係に培目し、図形の性質や計砧

について論理的に考祭し表現する）J

(3) 単元における数学的な見方・考え方

市象を「形」「大きさ」「位置関係」に芯且して捉え、

直感的に操作したり、 論理的に推論したりするととも

に、統合的、発展的に考える。

(4) 本実践の目的

木l札元は、三角形の相似条件などを用いて図形の性

質を論理的に確かめ、数学的な推論の必要性や意味及

び方法の理解を深め、論理的に考察し表現する力を指

うことをねらいとしている。小｝れ元「相似な図形の面

柏と（本積」では、平面図形についての相似の意味から

類推して、立方（本、直方（木、柱体、錐体、球などの基

木的な立体についての相似の意味が理解できるように

する。また、相似な図形の相似比と面栢比や体栢比と

の関係についても郎解できるようにする。

本時では、「相似比が 1:2である大小2つの多角形（正

Ji~ 角形）で、大きい多角形は小さい多角形のいくつ分に

なるのだろうか」という学習課超を提示し、実際に、

操作活動を通して、大きい五角形が合詞な 4つの五角

形に分けられることに気づかせ、正 ff角形でも面栢比

が 1:4になることを確認させる。その後、図形の切り

取り方に培目させ、どのような図形の性質を用いたの

か吟味し、その方法がどんな多角形でも適応できるか

どうかを再度確かめる活動を通して、論理的に考察し

表現する場面につなげていきたい。また、前時の内容

との関連から木時の学背課題を振り返る活動を取り入

れ、新たな発見や措lいが生まれるように工夫し、統合

的 • 発展的に考察する力を淮っていきたい。

(5) 単元の指導計画（全20時間）

• 第 1節相似な図形(7時間）

学習課題：「相似な図形には、どのような性質が

あるのだろうか」

• 第 2節平行線と比(7時間）

学習課題 ：「平行線と比には、どのような関係がある

のだろうか」

• 第 3 節相似な図形の面稜と体梢(4 時間）

学習課題 ：「相似な図形の面籾と体和には、どのよう

な関係があるのだろうか」

・パフォーマンス課題(1時間） ※振り返り MATH

・単元評価問題(1時間） ※単元テスト

(6) 単元における「振り返る」学習活動の位置づけ

① 学びを振り返る活動

相似な図形の面籾比についての探究活動として、「パ

フォーマンス課題」に取り組ませ、学習内容の理解や

これまでの自己の学びを振り返る活動を行う。

② 結果を振り返る活動

授業後には、学習した結果から新たに気づいたこと

やわかったこと、疑11¥Iに思ったことについてまとめさ

せ、本時の学習内容の振り返ったり、次時の学習に生

かしたりする新動を行う。

③ 過程を振り返る活動

解決の方法やそのときに活用した数学的な見方 ・考

え方について振り返ったり、それらをもとにさらに探

究したりする活動を行う。

(7) 実践内容

① 本時のねらい

相似な五角形で、大きい図形が小さい図形の 4倍に

なることを、作図を通して説明することができる。ま

た、実際に大きい図形が小さい図形 4つ分になること

を操作活動を通して確かめることができる。

② 本時のポイント

木単元で育成したい臼質や能力の育成を目指すため、

凶形の敷きつめなどの操作活動を通して、相似比と面

禎比の関係を見いだし、その開係を論理的に考察する

活動を取り入れる。また、前時と本時の学習内容を統

合的 • 発展的に考察する場面を位置づけ、得られた結

果から新たな発見や間いを生み出す活動を取り入れる。

③ 本時の学習課題

「相似比が 1:2である 2つの相似な正五角形の面租比

はいくつになるのだろうか。」
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⑤ 実践の考察

（ア） 単元における目指す資質・ 能力の見とり

操作活動（相似な正五角形の作図）を取り人れたこと

で、作図に用いた線が補助的役割を果たし、五角形を

三角形に分割することに気づく 生徒が多く見られた。

そこから、既晋J;:項である中点連結定理を利用して、

主体的に大小 2つの正五角形の面茄比を専・き出し、根

拠としてまとめることができた。

また、同じ作図方法を行った生徒どうしをグループ

にしたことで、自然と互いの考えを伝え合う姿や、友

達の考えをもとに自分の考えを修正し、対話を通して

よりよいものに構築する姿が見られた。

さらに、授業後半では、実際に正五角形を三角形に

分割して敷き詰める活動を取り入れたことによって、

大きい正五角形の而柏が小さい正五角形の而禎の 4つ

分になることを再確認し、三角形同様に、五角形にお

いても面栢比が和似比の 2乗になることの理解を深め

ることができた。その様子は、生徒の振り返りからも

見られた。

一方、多くの生徒が図形の分割による方法（幾何学的

方法）に偏っていたため、多角形を三角形に分剖し、そ

れぞれの＝．角形の而柏を文字に置き換ることで多角形

全体の面栢を考えていく方法（代数的方法）への移行が

十分にできていない状況が見られた。そのことを踏ま

え、次時では、 「どんな相似な多角形でも、面栢比が相

似比の 2乗になるのか、文字を用いて説明 してみよ

う。」という『パフォーマンス課穎』を与え、帰納的に

考察することで、代数的な見方・考え方を捉えさせ、

「数学的な見方 ・考え力・」を広げることできた。

（イ） 目指す生徒像の見とり

本時の課題は、既習・JI項（拡大固の作図、多角形の分

割や中点連結定理）とのつながりをもとにして、多くの

生徒が自分の考えをもって活動に取り組み、相似比が

1 : 2である,E―fi.角形の而梢比が 1: 4になることの根

拠に迫ることができた。特に、下位の生徒にとっては、

相似な図形を作図させることにより、多角形を三角形

に分割する視点や中点連結定理に着目するなど数学的

な見方 ・考え方に気づけるようになり、そのことによ

り、自分なりの考えを説明したり 、学習内容を既習内

容と関連付けてまとめたりすることができるようにな

ってきた。今後も操作活動や確かめる活動等を取り入

れながら自分の考えを深めるようにしていきたい。
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v 成果と課題

1 今年度の成果

本研究は 2年次（実践期）にあたり、学びにつなぐ「数

学的見方 ・考え方」をはぐくむために、振り返りを重

視した 4つの数学的活動を共通実践し、それらの実践

研究をもとに成果と課題の考察を行う。

(1) 毎時間の振り返りの記述

毎時間の授業後には、学習して得られた結果や解決

の過程、 新たな問いについて自分の考えをまとめるな

どの振り返りを行った。振り返りの視点を与えること

で、本時の結果からわかったことや身についたことな

どの知識 ・技能の習得に関わる内容だけでなく、どの

ような考え方が使えるのか、 既習事項とどのようなっ

ながりがあるのかなど「数学的な見）j・考え方」を用

いた結果の考察や解決の過程〇テ法）を記述する生徒が

多く見られた。また、学習したことから新たな性質に

気づいたり、他の楊面の活用を見いだしたりするなど

問いをもつ生徒も見られた。

(2) パフォーマンス課題

節末や単元末に、パフォーマンス課題僑件に即した

方程式の問題づくりやカレンダーに潜む数の性例な

ど）を取り入れたことで、「数学的な見方 ・考え方」を

働かせながら、知識 ・技能を習得したり、習得した知

識 ・技能を活用して探究したりするなど問題解決の過

程や結果について、既習事項を振り返り試行錯娯して

考える姿が見られた。

(3) 振り返り MATH

単元未に振り返り MATHに取り組ませることで、自

己の学びを振り返り、自分のわからなかった問題やよ

く間迎える問題について考察する姿が見られた。

全校生徒対象に行った―振り返りに関するアンケー

ト」では、単元のまとめで「振り返り MATHやパフォ

ーマンス課題」に取り組んでみて、どのように感じて

いますか」という質問に対して、 70%以上の生徒が取

り組んで「よかった」と回答している。その主な理由

については、「振り返ることで、学習内容を見直すこと

ができた」、「単元でわからなかったところが理解でき

るようになった」などの意見があった。また、「振り返

りMATHやパフォーマンス課題を行うことで、自分の

考えをまとめたり、説明したりする力が身についたと

思いますか」という質間に対しても、70%以上の生徒

が 「身についた」と肯定的に捉えている（区I2)。 振り

返り MATHやパフォーマンス課題などの振り返る活

動は、自分の考えをまとめたり、説明したりする力の

育成に効果があると考えられる。

損り退りMATHやバフォーマンス鰈鱈を行うことで、白分の肴えをまとめたり、
訊＂したりする 1]//S身についたと巳いますか．

全体・=20.3%
¥. 

3年口Cs.1"::-
2年 1111124.5%

1年~-磁 ‘
o" 2畷 40%

n.3% 

'80.5% 

65.5% 

72.3% 

6虚 8磁

●身についた

■身についていない

●どちらとも言えない

図2振り返りに関するアンケート

また、学習下位群の中には、「自分の言策で説明する

ことで理解できた」、「理解できたので友達に伝えられ

るようになった」など自分の言葉でまとめることによ

り、説明ができるようになったという意見も見られた。

女この●えで貫拿dたことや皿かったことなど..9の零びを編嗅ってみよう．

図3 生徒Sの振り返りMATH
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(4) 誤答レポー ト

定期テスト I(6月）後に行った誤答レポートの中に

おいて、多くの生徒が誤答として扱った問題の内容を

分析したところ、約 3割の生徒が誤答の理由に「凡ミ

スやよく 1剖題を読んでいなかった」など適切な振り返

りではない記述内容が見られた。（道田 ・仲宗根 ・小島

による分析(11)) その実態を踏まえ、定期テスト 1I、Ill

後の誤答レポートでは、適切な振り返りが行えるよう

に誤答分析だけでなく、 「どのような考え方や手法で問

題を解いていけばよいのかなどの教訓（自分へのメッ

セージ）」を記述させた。具体的な視点を与えたことで、

メッセージ内容として、 「問題に苦かれてあるキーワー

ドを図に井き入れ、辺や角についての関係を見つけよ

う」、「補助線を引いて三角形を作って考えよう」など

の「数学的な見方 ・考え方」を川いた肉容としてまと

められるようになった。

2 今年度の課題

(1) 「数学的な見方・考え方」の見とりについて

単元末の振り返り MATHやハフォーマンス課題で

は、「数学的な見方 ・考え方」を中心に評価を行ってき

たが、単元の内容や課題の設定によって評価しづらい

状況が見られた。今後は、記述諾（キーワード•最適解）

をもとにしたループリックの作成が必要である。また、

教師間でアンカー作品（中位レベル）を選定したり、生徒

による相互評価を取り入れたりするなどのエ夫も必要

である。

(2) 目指す資質・能力の育成について

数学科における夜質 ・能力をさらに伸ばし、 それら

の評価を充実させるために、定期テストやパフォーマ

ンス課題等の内容の見直しを行う必要がある。また、

単元や領域における臼質 ・能力を明確にし、教師間で

共有しながら実践研究を行う必要もある。

(3) 目指す生徒像について

本研究では、振り返りを重視した数学的活動を取り

入れた実践を行うことで、自分の考えを他者に説明し

たり、文章にまとめたりすることができる生徒の育成

を目指してきたが、 12月に行った生徒質問紙の調査結

果から、「(45)自分の考えを他の人に説明したり、文章

に苫いたりするのは難しいと思いますか」という質l?¥J

に対して、依然として 63%の生徒が難しいと感じてい

る。その具体的な要囚については、十分に解明できて

いないところがあるため、次年度以降も牛徒の学料状

況についての追跡甜駅を行い、実態把梶に努めていく

必要がある。

3 次年度への展望

次年度は、木研究の 3年次となるため、学皆評価の

吏なる充実を目指した実践研究を進めていきたい。そ

こで、2年次の実践研究である「振り返りを煎視した

数学的活動」を土台として、学びにつなぐ「数学的な

見方 ・考え方」を広げるとともに、数学科における臼

質・能力の評価に関する新たな実践や取糾を進めてい

きたい。特に、目指す狡質 ・能力に関する評価の方法

を見直し、定期テストでは知識・技能を中心に見とり、

パフォーマンス課頌では、思考カ ・判断カ ・表況）］等

の能力を見とりたい。そのためには、単元や領域にお

ける目指す資竹・能力を明示し、単元指琳計両や課題

の設定についての研究をさらに深めていきたい。
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